
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

●中学生がリーダーシップを発揮して、小学生と「アクティブ・ラー

ニング」の形態で異文化体験学習に取り組んだ。 

 
 

● 異文化についての理解を深めることができた。 

● 異なる文化を持つ人たちと理解し合いながら、地域の中で共生

していく意識が高まった。 

● 世界の食事を知ることで、自分たちの食文化について、改めて

振り返ることができた。 

● 様々な文化の人たちが、同じ日本にすむのだから、お互いを理解

し、認め合っていかなければならないと思った。 

● 日本と食べるものが違うことは知っていたが、お肉を食べるにし

ても、調理方法が全然違うことを知り、本当に驚いた。もっとた

くさんの文化を知りたくなった。 

 
 

異年齢交流による異文化体験 

第３学年 


